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要約
ピアノ学習者にとってソナチネの学習は、音楽の構成やハーモニーの理
解、カンタービレ奏法、アーティキュレーションの修得など、演奏技術の
向上にはとても重要である。その方法として、18世紀に流行したアンサン
ブル・ソナタを試みるのが効果的である。
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1．はじめに
今日教員養成及び保育者養成校では、音楽的感性を酒養する授業の一環
としてや、保育において子どもの関わりの一手助けとして、基礎技能の習
得にピアノの学習を重要視している。また、一般的にも小さい頃から情操
的な習い事や趣味としてピアノを学習し体験している者も多いのは確かで
ある。
一方ピアノを使用して教育や保育をすることの是非が色々論議されてい
ることも事実である。しかし、まだ現在の日本では他の弦楽器や管楽器で
行う利点が少なく浸透しないようである。鍵盤楽器特にピアノでは他の楽
器より利点の方が大であり、今のところ極自然に行われており、音楽の学
習と教育効果という面では不可欠である。
ピアノ学習者が最初に使用するテキストに、バイエルやメトードローズ
といった教則本がある。本学でもこれらの教材を取り入れた基礎音楽があ
り、授業が終ってしまうとこれだけで満足して上達を望まず、志なかばで
諦めてしまう学生がかなり多く見られる。もう少々の努力でかなりの技術
が習得できると期待できるのであるが、残念である。
ピアノの演奏技術は、バイエルの終了頃に飛躍的に上達する部分がある
が、その辺が学習者にとっていわゆる壁なのかもしれない。しかし、難関
をくぐり抜け継続することで、かなり音楽的な表現が可能になる。それに
は、多少の練習時間と挑戦する意欲がなければ達成することはできない。
例えば、難しい曲を弾くような急な成長を望まず、片手ずつや1小節ずっ
等難しい部分をゆっくり何度もやってみることであり、毎日少しずつ自分
で確認しながら学習することが達成に繋がり、できたときのよろこびでも
ある。
この頃に、小品ながらも叙情的な表現が加わってくるブルグミューラー
やソナチネを学習する重要さがある。音楽の構成やハーモニーの理解、メ
ロディーをカンタービレで弾くことやアーティキュレーション等々、演奏
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技術の上達という面でもブルグミューラーやソナチネの学習をすることが
好ましい。これによって童謡や歌唱の伴奏、そして音楽教科等の応用力も
非常に増してくる。勿論いわゆる古典派の音楽からソナタを経て、それぞ
れ個人の嗜好ある作曲者の学習へと続いていけば申し分ないが、それはか
なりの練習時間が必要となってくる。
ドゥシェクの作品を調べることから、当時のピアノ音楽の中にピアノを
主とした合奏音楽を行っていた風潮があることが明らかになった。今回は、
楽譜を手に入れることはできなかったがその方法を見直し、ピアノを学習
する過程で重要であり、必ずといって良いほど使用されるソナチネの活用
と試論を考察する。
H．ソナチネ形態の概念
ソナチネはソナタに準じてできているので、ソナチネの形態を説明する
には先ずソナタ形式をくわしく考察しなければならない。
ソナタsonata（英・伊）Sonate（独）sonate（仏）の語源は、「なり響
く」、「演奏する」を意味し、イタリア語の動詞sonareの過去分詞、女性
名詞であり、歌うを意味するカンタータcantareに対するものとして器楽
曲につけられた名前である。また、音楽史上の古典派の時期に美学的理論
的研究の中で作曲され隆盛をみた形式である。普通ソナタ形式によって作
曲された楽章を含み、多楽章で構成された器楽曲をソナタとして呼んでい
る。クラシック（古典主義）音楽では古代ギリシアを理想として調和と均
整の統一を特質とした運動であることは良く知られているが、古典派時代
の様式を代表する形式がソナタである。そしてさらに古典派から現代に至
るまでの交響曲や弦楽四重奏などの室内楽も含み、単独の弦楽器でもこの
形式で作曲され、ピアノ曲に限定されてできたものではない。
ソナタ形式は次のような構成を示している。
一261一
冨田英也
提示部：対照的な性格を持った第一主題と第二主題でできており、調性も
主調の第一主題に対し第二主題は属調や関係調であり、転調しな
がら経過部から第二主題に移る。
展開部：提示部の主題を活かし自由に展開され、転調も行われる。
再現部：提示部と同じ形で再現されるが、第二主題は第一主題と同じ主調
で終る。
さらにソナタは序奏部のある曲やコーダの付いた曲もあり、大体1曲全
体は次のような楽章を含む3楽章か4楽章で全体が構成されている。
第1楽章：快速で活発な速さのものが多く、普通ソナタ形式である。
第2楽章：緩やかな速度で、下属調や属調、同名調などが用いられ、三部
形式やロンド形式等が使用される。
第3楽章：メヌエットやスケルツォの複合三部形式が多い。また省略され
ることもある
第4楽章：軽快で活発な速さで第1楽章と同じ主調で作られ、ロンド形式
やソナタ形式が多い。
特にピアノ音楽を見てみると、バロックの鍵盤楽器チェンバロでは不可
能だった強弱の表現や精神的内面的な音の表現が可能となったピアノの登
場が、新しい古典派の時代へと移っていくのである。
ドメニコ・スカルラッティDomenicoScarlatti（1685～1757イタリア）
は、単一楽章でチェンバロのために550曲余りのソナタを残したのは有名
で、それは1つないし2つの主題を扱い2部分的な構成で、展開部や再現
部が省略されていたが、後のソナタ形式を思わせる作風であった。現在で
も音楽会のプログラムに含められることも多く、ピアノによる演奏で聞く
ことができる。また、エマヌエル・バッハCarlPhilippEmanuelBach
（1714～1788ドイッJ．S．バッハの息子）も一楽章構成の曲を多数作曲し
ており、「正しいクラヴィーア奏法試論」（1787）等による功績によってソ
ナタが確立した。しかし、その頃には既にハイドンやモーツァルト、ベー
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卜一ヴェン、クレメンティ（131曲のソナタ）やドウシェクの作曲家達に
よってソナタの隆盛になっている。
その後、ソナタ形式の概念は1840年頃に明確にされたものであり、作曲
家で音楽研究家であるドイツのアドルフ・ベルハント・マルクスの著書
「DieLehrevondermusikalischenKomposition」で確立されたものであ
る。
そしてソナタはウィーン古典派の作曲者からシューマンやブラームス、
ショパン等のロマン派にも受け継がれ、その後の時代様式にも取り入れら
れ影響を与えていくのである。
さてソナチネであるが、ソナティナsonatina（英・伊）Sonatine（独）
sonatine（仏）は日本でなまってソナチネと言っている。ソナチネは内容
的にも形式的にもソナタを小規模にした構成で、全体にも多楽章形式であ
りながら縮小された形で1曲ができている。
例えば、モーツァルトのソナタK．330ハ長調は、提示部が58小節、展開
部が29小節、再現部が63小節で、1楽章が156小節で作られている。さら
に2楽章が64小節、3楽章が171小節で全体が作曲されている。
それに比べ、クレメンティのソナチネOp．36－No．3（最後に楽譜を掲
載する）は、提示部が26小節、展開部が9小節、再現部が29小節で、！楽
章が64小節で作られ、2楽章が16小節、3楽章が82小節で全体が作曲され
ている。これは、モーツァルトのソナタの半分以下の長さで作られており、
一部の作曲家で1つの作品を採りあげただけであるが、ソナチネはいかに
縮小された形態の音楽かがはっきりと理解できる。
このような形で18世紀後期になりクレメンティ、クーラウ、ドゥセック、
ディアベリなどの音楽家がピアノ教材として盛んに作曲した。しかし、残
念ながらハイドンやモーツァルトやベートーヴェンの大作曲家にソナチネ
名の作品は見当たらない。ただし、モーツァルトのソナタK．545は初心者
のための小ソナタとして書かれたものであり、2曲のベートーヴェンのソ
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ナタOp．49－1，2もやさしい曲として初心者に親しまれている（後述す
るが厳密には数曲のソナチネがある）。
皿．ソナチネの作曲者と作品
ピアノ学習者はバイエルが終了するとまもなくソナチネアルバムを使う
ようになる。このソナチネアルバムはそもそもドイツのピアノ奏者で教育
者であるルイス・ケラーLouisKohler（1820～1886）が《ソナチネアルバ
ム》《ソナタアルバム》として編纂し、ライプツッヒのペーター社より出
版した。その後、2巻のソナチネアルバムとしてアドルフ・ルートハルト
（1849～1915）によって改編され、ウィーンを中心とするハイドン、クレ
メンティ、モーツァルト、ドゥシェック、ベートーヴェン、クーラウ、ディ
アベリらの古典派の作曲家で編纂された。
日本でもこのペーター版と同じ内容で明治時代に輸入され、早くから導
入しピアノ学習者に使われるようになったのである。日本では全音楽譜出
版社から1巻2巻に収集され出版されているが、その後井口基成や田村宏、
属啓成の校訂者の特徴ある編纂で、春秋者や音楽之友社を始め数社から出
版されている。全音楽譜出版社の使用者が多くオーソドックスで古くから
普及されている様である。
次にソナチネの主な作曲者と作品を紹介するが、生い立ちや生涯につい
てはここでは省略する（表1の年表を参照）。
＊ムツィオ・クレメンティMuzioClementi（1752～1832イタリア）
作品36－1、36－2、36－3、36－4、36－5、36－6
（ピアノフォルテのための段階的なソナチネ）
作品37－2
作品38－1、38－2、38－3
＊ヤン・ラディスラフ・ドゥシェクJanLadislavDusek（1760～1812ボ
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ヘミア）
作品20－1、20－2、20－3、20－4
＊アントン・ディアベリAntonDiabelli（1781～1858オーストリア）
作品151－1、151－2、152－3、151－4
作品168－1、168－2、168－3
＊フリードリッヒ・クーラウFriedrichKuhlau（1786～1832ドイツ、デン
マーク）
作品20－1、20－2、20－3（3つのソナチネ）
作品55－1、55－2、55－3、55－4、55－5、55－6（6つのソナ
チネ）
作品88－1、88－2
＊ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェンLudwigvanBeethoven（1770
～1827ドイツ）
作品番号なし、ハ長調（no．4）
第1番ト長調（no．5）、第2番へ長調（no．6）、2つのソナチネ（ベー
トーヴェンの作曲ではないとの見方もある）
1700175018001850D・スカルラッティ1685～1757
E・バツハ
1714～1788
ハイドン
1737～1806
クレメンティ
1752～1832
モーツァルト
1756～1791
ドゥシェク
1760～1812
ベートーヴェン
1770～1827
フンメル
1778～1837
ディアベリ
1781～1858
クーラウ
1786～1832
チェルニー
1791～1857
H
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以上ソナチネの作曲者をあげたが、ハイドンやモーツァルトには易しい
ソナタはあるもののソナチネ名の作品はない。それはチェンバロに替わっ
てピアノが出回り始めるという点で、一般の人や学習者に親しみやすいソ
ナチネが上記の作曲家達によって作曲されたのではないかと推測される。
当時ハイドンやモーツァルト、ベートーヴェンは数多くのソナタの作曲者
として名声をふるっていたので、プライドや見識も高かったのではないか
と考察する。現在ベートーヴェンのソナチネは数曲見られるが本人の作曲
ではないとの研究者や意見があるのもうなずける。
なお後世でソナチネは、モーリス・ラヴェルMauriceRave1（1875～
1937フランス）ソナチネ嬰へ短調、セルゲイ・プロコフィエフ（1891～
1953ロシア）2つのソナチネ作品54、ドミトリ・カバレフスキーDmit均
Kabalews珂（1904～ロシア）ソナチネ作品13、等の作曲者によって作曲
されているが、近現代的な和声の手法や響きの豊かさ、発想の自由さ等々
印象派や現代音楽の様式で作られており、けして初心者のための作品では
ない。
IV．ソナチネ学習の必要性
ピアノを修得するものが必ず通るプロセスで、今までの経験から考える
とこの過程を充分に習熟し理解できた者は上達が早く表現力も豊かである。
ソナタに比べ規模が小さいので学習がし易く、少しずつの積み重ねで技術
が修得でき、達成感が演奏する自信に繋がっていくと確信する。学習者の
目的によっては全ての作曲者の作品を修得する必要もないが、時間と認識
力のある者は色々な作曲者から数曲程度学習することを望む。カリキュラ
ムが詰まっていて学習できる時間があまりない学生などは、ある楽章を選
んで学習してもよい。この経験によってその後の音楽の表現力が豊かにな
るからである。
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ではその要点はどんなことなのか次に掲げる。
（1）ソナタ形式の理解
形式は前述したが、ソナタが小規模になっている形なので非常にわか
りやすい。先ず提示部の第一主題はどこから始まり何調なのか、推移
部があり、同じように第二主題はどこからか何調に転調しているか。
展開部はどんなふうに行われているか。再現部の第一主題・第二主題
そして推移部が何調で作られているか。コーダの終結部がどんなふう
に作られているか。文章の起承転結と同じように構成を理解する。
（2）和声法の理解
左手の伴奏が和音（展開形も含む）や分散和音の形で作られている部
分が多い。左手が単音であっても和音を構成する音である。長さが短
く単音が続く場合などは低音のチェロやファゴット等他の楽器のイメー
ジで弾く。和音から次の和音に繋がっていく推移部の理解をする。等々
（3）メロディーの弾き方や指使いの重要性
メロディーラインや和音進行などの指使いは非常に大切である。一般
的な運指法を習得し、さらに自分にあった指使いを工夫する。左手の
和音やアルペジオ等の音量に注意し、左右の音のバランスを工夫する。
メロディーを浮き立たせ歌うようなカンタービレ奏法で弾く。
（4）アーティキュレーションやフレージング等の演奏技法
アーティキュレーションはフレーズ内の旋律を小さな単位に区切りレ
ガートやスタッカート等で意味のある奏法にすること。言語では音節
を明瞭に切って発音することである。フレーズは旋律線の自然な区切
りであり、フレージングはその成り立ち楽句を学ぶことである。散文
の節や文に相当すると考えられる。
（5）デュナーミク表現の理解
フォルテ（f）やピアノ（P）cresc．dim．等々メロディーや伴奏
の動きを補助する強弱の変化を表現する。
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以上のようなことがソナチネを学習すると修得できる要点ではないかと
考えられる。さらに、音楽を分析し理解できるようになると、その内容や
表現の仕方に興味が湧き音楽する楽しみや日常の練習が意味のあるものに
なると考察する。
V．特筆すべき18世紀後半のアンサンブル・ピアノソナタ
私たちが知る限りの古典派のピアノ音楽は、独奏のソナタや二台の鍵盤
楽器のためのソナタそして連弾曲等が一般的である。しかし、当時はピア
ノの楽器の他にフルートあるいはヴァイオリンそしてチェロを加えるソナ
タがあった。それは楽譜のタイトルに記されていたようであるが、パート
譜はなく右手のメロディーの装飾や補強をし、左手の和声的な補充をして
他の楽器と重ねて演奏したり、時にはオブリガートを付けてピアノと合奏
することだった。
この様なクレメンティのアンサンブル・ソナタは47曲もあり、ソロソナ
タ数が74曲なので64％に及んでいる。また、旋律を歌うようにレガートで
演奏し美しい響きで魅了したといわれる、モーツァルトと同年輩でクレメ
ンティの弟子であったドゥシェックもヴァイオリン助奏付ピアノソナタが
38曲、フルート助奏付ピアノソナタ16曲、ピアノ3重奏曲18曲などがある。
こうしたアンサンブル・ソナタは当時の流行となった。その理由として
考えられることは、やはり同じ一つの楽譜で色々な楽器と多くの人が一緒
に音楽を楽しめることができたからであろう。
さらに、この時代のディアベリ、クレメンティ、ドゥシェク、モーツァ
ルト、ベートーヴェン等の作曲家は沢山の連弾曲を作曲しており、ピアノ
の普及によって兄弟や友達、師弟や親子でデュエットする楽しみがあった
のではないか。
しかし、音楽の楽しみでもピアノ以外の他の楽器と合わせる試みは、当
時の音楽愛好家達の楽しみであり、連弾やピアノニ重奏の同一音色の楽器
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で行う合奏と違った有意義な楽しみ方だったのである。そんな意味で、筆
者はピアノにおけるアンサンブル・ソナタや助奏付のソナタは音楽史上め
，ずらしいものであり特筆すべきものであると考える。そして勿論現代に至っ
ても必要不可欠なものであり、ソナチネの普及がピアノ学習者にとって上
達し易い過程であったのではないかと考察する。
W．まとめソナチネの活用と試論
アンサンブル・ソナタ（助奏）は18世紀のある時期だけ流行ったピアノ
を主とした合奏である。しかし、このピアノとの合奏は、現代のピアノ学
習者がともすると一人で黙々と練習に励んでいるだけの、陥りやすい問題
に適していると考える。この試みは、ある程度習熟し全体が弾ける状態に
なった時点や、片手ずつが容易に引ける状態になった時点で、アンサンブ
ル・ソナタの方法で行うことによって上達が向上すると確信するからであ
る。
（1）ピアノの学習に取り入れアンサンブル・ソナタの方法を模倣する
これはソナチネの1楽章や他の楽章のある部分を他の楽器で重奏す
る方法である。オブリガートを作って合奏してもいいが、メロディー
の部分や左手の部分を重奏し、一緒に音楽を奏でる方法である。
（2）ピアノだけではなく他の楽器との音色を味わう
ピアノの音色はすばらしいが、それに管楽器や弦楽器の音色が加わ
ると、響きの立体感が増し生き生きとした色彩感を味わうことができ
る。特に単一の楽器では表せない息継ぎの仕方、呼吸の合わせ方、フ
レーズの出だしや終わり、ビブラートで豊かに歌う、等々の表現が味
わえる。
（3）電子ピアノ（MLミュージックラボラトリー）での代用
ここで、ピアノ以外の楽器を必要とするが、別に他の楽器を演奏す
ることができなくても、ピアノの演奏が同程度で他の楽器に必要な人
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数がいれば合奏は可能である。現代の情報機器はどんどん進化してい
る。電子楽器も非常な発展をしており、1台の電子ピアノでも沢山の
楽器の音を出すことができる。だから、ヴァイオリンが実際に弾くこ
とができなくても、フルートが演奏できなくても、機械の操作によっ
てその楽器の音とまったく同じ音を出すことが可能である。したがっ
て、この電子ピアノを数台（3～4台程度）使うことによってアンサ
ンブルの雰囲気を体験できるのである。
この様な利点がアンサンブル・ソナタに含まれると考察する。この他に
太鼓等の打楽器も一緒に合わせることは可能であるが、ピアノの学習とい
う目的から外れ別の課題になっていくので、それは今後の研究にしたい．
以上のように正にソナチネは、技術と様式や楽典の修得も含み、バイエ
ルの修了者や幼児教育・児童教育の教材として、ピアノ学習者の格好の教
材であり、さらなる技術の向上となることを確信するのである。また、同
時に電子ピアノを用いてアンサンブル・ソナタを模倣することによって、
他の楽器と合わせることと同じことが可能となり、喜びが増し、生き生き
とした感動体験を味わうことができ、主体的な学習に繋がっていくと考察
するのである。3～4名のグループで行う方法で、必ずしもクラス全員が
一緒に行なえる訳ではないが、同程度の者が適時にアンサンブル・ソナタ
の方法で授業の一端を試してみるのも方策であると考えるのである。
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（第一楽章1ソナタ形式。はつらつと元気よく奏する。
①右手上音の動きをはっきりと。
②第一主題がはつらつとしていたのに対し，この第二主題はのぴのぴとやさしい気持で奏する。
注、オブリガートは和音の構成音で作りリズムを工夫する。
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